
以
上
繰

々
述
べ
た
よ
う
に
羽
野
天
満
宮
と
山
田
原

の
周
辺
は
、
坂
迎
え

に
象
徴
さ
れ

る
送
迎
の
場
と
な

つ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
し
ば

し
ば
淡
窓
・
威
宜
園

の
「
遊
山
」

の
地

に
も
な

つ
た
。

す
な
わ

ち

・

文
政
七
年

（

一
八
二
四
）

七
月
二
十

一
日
。
仲
平
、
伊
三
郎
、
謙
吉
卜
羽
野
金
毘
羅
ノ
嗣

二
謁

ス
。
松
尾
掃

部
、
釈
龍
諦
従
行

ス
。
五
更

（
午
前
三
～
五
時
・
寅

ノ
刻
）

ニ
家
ヲ
出
ツ
。
山

二

至
リ

テ
始

テ
曙

ケ
タ

リ
。

山
上

ヨ
リ
霧

ノ
起

ル
ヲ
観

ル
。

岩
轡

（
ラ

ン
・

ミ
ネ

）

草

木

ヨ
リ

シ
テ
、
遠
近

ノ
田
畝

（
ホ
）
村

落
、

其
際

二
隠
見

出
没

ス
ル
者
、
千

態

万
状

、
詩
書

ノ
写

ス

コ
ト
能

サ

ル
所

ナ
リ
。
平

地

ヨ
リ
観

ル
ト

ハ
大

二
観

ヲ
異

ニ

セ
リ
。
是

レ
俗

二
目
田

ノ
底
霧

卜
称

ス
ル
者

ニ
シ
テ
、
他

方

二
稀

レ
ナ

ル
所
ナ

リ
。

・

天
保

三
年

（

一
八
三

二
）

九
月

朔

日
。

塾
生

遊

山

ス
ル

ニ
因

ツ
テ

同

シ
ク
往

ケ
リ
。

同
行

ス

ル
者

、
謙
吉

、

仲
平

、
伊
織
、

丑
六

ナ
リ
。
塾

生

ハ
六
十
余

人
ナ

リ
。

羽

野
原

二
遊

ヒ
松
樹

ノ
下

二
憩

ヒ

シ

l「

雨
俄

二
至

レ
リ
。
奔

ツ
テ

一
古

嗣

二
投

ツ
。
菅

天
神

ノ
嗣

ナ
リ
。

其

中

ニ
テ
行
厨

ヲ
開

ク
。
嗣
狭
ク

シ
テ
多

人

ヲ
納

ル

コ
ト
能

ハ
ス
。
故

二
別

シ
テ
、

チ
ク

ラ
妙
見

ノ
詞

ニ
モ
席

ヲ
設

ケ
タ
リ
。

両

嗣
相

去

ル

コ
ト
数

町
ナ

リ
。

余
、

二

侍

者
浪

江
・
政

太
郎

ヲ
携

へ
テ
先

ツ
帰

レ
リ
。

日
ヲ
択

ン
テ
遊

ヲ
為

セ

シ

ニ
、

雨

ヲ
以
テ
興

ヲ
蓋

ス

コ
ト
能

ハ
ス
。
人
皆

以

テ
憾

ト

セ
リ
。

・

天
保
七
年

（

一
八
三
六
）

八
月

二
四

日
。

山

二
遊

フ
。
同
行

ス
ル

モ
ノ
加
峰

橋
梁
、
隆
庵
、
雁

三
郎
、
浪

江
、

研
之
助
、
琉
助
ナ
リ
。
山
田
原

二
登
り
、
行
厨
ヲ
開
ケ
リ
。
此

目
天
晴

レ
風
ナ
シ
。

遊
行
趣
ア
リ
。
時
ヲ
移

シ
テ
帰
り
招
隠
洞

二
於

テ
茶
話
ヲ
ナ
セ
リ
。
蒲
池
久
市

モ

亦

偶
来

レ
リ
。
座

ヲ
同

シ
ウ

セ
リ
。

・

天
保
十
年

（

一
八
三
九
）

八

月

一
七

日
。

久
兵
衛

力
招

キ
因

ツ
テ
山

二
遊

フ
。

同
行

ス

ル
モ
ノ
、

仲
平
、

範

治
、

一
郎
、
勇
、
伏
見
屋
、
嘉
左
衛
門
ナ
リ
。
山
田
原

二
登
り
行
厨
ヲ
開
ク
。
本

菌

ヲ
采

ル
為
ナ

リ

シ
カ

ト

モ
、
菌

少
ウ

シ
テ
采

ル

ニ
タ

エ
ス
。

帰
路

木
淵

二
過

レ

リ
。
是

ハ
二
串
村

ニ
ア
リ
。
昔
年

、
或

ヒ
ト
巨

材

ヲ
以
テ
水
中

二
入

シ
置

キ

シ
カ
。

久

シ
キ

ヲ
経

テ
淵

ノ
神
ト

ナ
リ
、
終

二
木
淵

卜
称

ス
。

吹
上
神
社

（
吹
上
観
音
）
（
図
1
・
7
）

花
月
川
以
北

の
地
域
に
は
羽
野
天
満
宮

の
ほ
か
に
も
淡
窓
・
成
宜
園
ゆ
か
り
の
場
所

が
あ

る
。

そ

の

一
つ
が

通
称
吹

上
台

地

の
中
腹

に

あ
る
吹
上
神
社
と
、
そ
の
背
後
に
ひ
ろ
が
る
台
地

（
吹
上
山
）
で
あ
る
。
吹
上
神
社

に
は
観
音
像
が

祀
ら
れ
て
い
て
吹
上
観
音
と
し
て
熱

い
信
仰
を
受

け
て
い
る
。

こ
の
観
音
像
は
如
意
輪
観
音
と
さ
れ

て

い
る
が
像

容

は
聖

観
音

で
あ

る
。

後
補

の
と

こ

ろ
が
多

い
が
平
安
時
代
中
期
の
作
と
み
ら
れ
て
い

る
。こ
の
吹
上
観
音
で
は
、
淡
窓

の
父
三
郎
右
衛
門

ら
鹿
瀬
家

の
人
が
、
家
人

の
病
気
平
癒
な
ど
を
願

つ
て
御
寵

り
を

し
て

い
る
ほ

か
、

散
歩

の
途

次
な

ど

に
度

々
参

詣

し

て

い
る
。
す

な

わ
ち

「
日
記

」

こ

ま

ーhU■l古・

文
化

十
年

（

一
八

二
二
）

九
月
十
二
日

病
未
愈
。
夜
大
人
守
夜
於
吹

上
観
音
閣
。
家
人
多
往
。
予
及
正
蔵
数
輩
在

家
。

・

文
化
十

一
年

（

一
八

一
四
）

九

月
十
二
日

大

人
守
夜
於
吹
上
観
音
閣
。

妻
歯
痛
。

・
文
化
十
四
年

（

一
八

一
七
）

十
月
二
十

一
日

夜
厳
君
率
十
余
人
。
守
夜

於
吹
上
観
音
閣
。
妻
亦
随
意
。
疾
如
昨
。

・

文
政
十
四
年

（

一
八
三

一
）

吹上山 （吹上台地）

1 0

吹上神社


